
令和 5 年度 夏期企画展 

「イカロスの翼 －発掘成果から見る近世・近代の薬師寺－」 

 独立行政法人 国立文化財機構 

奈良文化財研究所 

 

【開催趣旨】 

 奈良文化財研究所ではこれまで奈良の諸寺院の発掘調査・研究を継続しておこなっており、特に、薬師

寺では伽藍復興のための発掘調査が戦後間もなくから始められ、昭和 46 年からは奈良文化財研究所が主

導的かつ継続的に発掘調査に携わってきました。考古学は人の営みを出土品や遺構から研究する学問で

すが、決して古い時代に限るわけではありません。この展示では、古代のイメージが強い薬師寺ではあり

ますが、敢えて調査成果の中から近世や近代の調査研究をご紹介します。 

まず、第 1 部では奈文研の薬師寺に関する発掘調査の成果のなかから、あまり注目されてこなかった

近世や近代の出土資料を取り上げ、その時代の薬師寺の様子をあきらかにします。第２部では、薬師寺か

ら出土した近代の陶製プレートの小さな破片から、グライダーの大会や西ノ京の赤膚焼窯元など、今や忘

れられつつある昭和初期の薬師寺を取り巻く社会の様相について復原を試みます。 

 今春、薬師寺では解体修理を完了した東塔の落慶法要がおこなわれました。古代から法灯を保つ薬師寺

ならではの永い歴史の流れと、小さな破片から引き出された昭和初期の航空史の一側面や忍び寄る戦争

の影のなかで多くの人が「翼」に憧れ、空を見上げた当時の世相を対比しながら、歴史を探る旅の醍醐味

を味わっていただければと思います。 

 

 

【会期】 

  2023（令和 5）年 7月 22 日（土）～10 月 1日（日） 10 週間 

月曜休館（祝日の場合は翌平日休館） 

入館料無料 

 

【場所】 平城宮跡資料館 企画展示室 

   

【主催】 独立行政法人 国立文化財機構 奈良文化財研究所 

 

【特別協力】 法相宗大本山薬師寺 

 

【後援】  文化庁、国土交通省近畿地方整備局国営飛鳥歴史公園事務所、奈良県教育委員会 



奈良市教育委員会、平城宮跡管理センター、日本航空協会、毎日新聞社、 

NHK奈良放送局、近畿日本鉄道株式会社、奈良交通株式会社 

 

【主な展示資料】  

薬師寺出土品〔奈文研保管〕 

『大和名所図会』〔奈良県立図書情報館所蔵〕 

全日本帆走競技大会関連資料〔日本航空協会所蔵〕 

二代 松田正柏作 赤膚焼〔個人蔵〕 ほか  

 

※ 唯一確認されていた第 1回全日本帆走飛行競技大会金属メダル（個人蔵）も急遽 

  カナダから帰国し、展示されることになりました。初公開資料です。 

 

【関連イベント】               

 8/4（金）13~16 時 こども模型飛行機教室 於：資料館講堂  申込み受付中 

   【申込フォーム】https://req.qubo.jp/nabunken/form/HnPVRMCY 

 7/28（金）、8/18（金）・19（土）、9/8（金）・16（土） 各日 14 時～ 

 ギャラリートーク  於：資料館企画展示室 申込み不要 

       8/18（金）・19（日）各日 10~12 時、15～16 時  

        夏休みこども質問会  於：資料館休憩室 申込み不要 

  

 

 

 

【連絡先】奈良文化財研究所 展示企画室 

 〒630-8577 奈良市二条町 2-9-1      

TEL: 0742-30-6755 FAX: 0742-30-6750 

担当 : 岩戸 晶子 
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